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項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
私の心はとても傷つきやすく，もろい★ .73 － .24 .18
異性との付き合い方がわからない★ .68 － .04 － .04
周りの動きについていけず，自分だけ取り残されていると感じることがある★ .65 .02 .03
私は，どうしたらよいかわからなくなると自分の殻に閉じこもってしまう★ .61 .01 .03
自分の中には，常に漠然とした不安がある★ .58 .09 － .11
何かしているより空想にふけっていることが多い★ .56 － .05 .04
自分一人で初めてのことをするのは不安である★ .55 － .04 － .01
私は，人と活発に遊べない★ .54 － .07 .06
私は，人に見られているとうまくやれない★ .52 .14 － .03
私は，やりそこないをしないかと心配ばかりしている★ .42 .30 － .31
私は，魅力的な人間に成長しつつある － .05 .87 .00
自分にまとまりが出てきた .04 .59 .08
自分は，何かをつくりあげることのできる人間だと思う － .03 .58 .02
社会の中での自分の生きがいが何となくわかってきた － .17 .57 .06
私は，十分に自分のことを信頼している .20 .49 .08
私は，自分なりの生き方を主体的に選ぼうと思っている － .08 .02 .59
私は，自分なりの価値観を持つようになった .07 .07 .49
私は自分の個性をとても大切にするようになった .02 .36 .43
私は，興味を持ったことはどんどん実行に移していくようになった .10 .13 .38
3因子（計19項目）による全項目の分散説明率（累積因子寄与率）は47.23％
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ















 5 ― 2．下位尺度間の関連 
 　アイデンティティ尺度の3つの下位尺度に相当する項目の平均値を算出し，「モラトリアム不
安」下位尺度得点（平均2.37，SD 0.59），「自己成長の自覚」下位尺度得点（M 2.45，SD 0.58），
「主体的自己」下位尺度得点（M 3.02，SD 0.50）とした。また，内的整合性を検討するために各
下位尺度のα係数を算出したところ，「モラトリアム不安」でα＝ .84，「自己成長の自覚」でα




 5 ― 3．授業との関連 
 　授業との関連については，20項目の質問とともに，その変化がキャリアデザイン1の授業の影
響によるものかを「そう思う」「そう思わない」の2択で回答させた。また，それを検討するために，
アイデンティティの各下位尺度得点について  t 検定を行なった。その結果，自己成長の自覚尺度
（ t （216）＝1.34　 p ＜0.05 ），と主体的自己尺度（ t （216）＝2.87　 p ＜0.05 ）について，授業の
影響があったという方が有意に高い得点を示していた。 
表4　アイデンティティの下位尺度間相関と基礎統計
モラトリアム不安 自己成長の自覚 主体的自己 Mean SD α
モラトリアム不安 ― .303＊＊ .107 2.37 .59 .84
自己成長の自覚 ― .458＊＊ 2.45 .58 .77





















Mean SD Mean SD t値
モラトリアム不安 2.33 0.60 2.45 0.57 1.37
自己成長の自覚 2.48 0.59 2.37 0.53 1.34＊




モラトリアム不安 ― .347＊＊ .142
自己成長の自覚 .225 ― .434＊＊
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